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１ 趣旨 

本要領は、佐賀市及び佐賀市交通局が発注する「令和８年度佐賀市自動運転バス実証事

業車両調達及び実証運行業務」を受託する事業者（以下「受託者」という。）を選定する

ために実施する公募型プロポーザルに関して必要な事項を定めるものとする。 

 

２ 業務概要 

(1) 業務名 

令和８年度佐賀市自動運転バス実証事業車両調達及び実証運行業務 

(2) 業務内容 

自動運転バスのレベル４実装に向け、以下の２つの業務を包括して行う。なお、業務

内容については、「仕様書」のとおりとする。 

業務区分 発注者 業務内容 

① 車両調達業務 佐賀市交通局 自動運転バスの調達、改造、輸送、登

録手続き支援等 

② 実証運行等業務 佐賀市 準備運行、実証運行、事後運行、実用

化計画の改訂等 

(3) 提案上限額 

①車両調達業務 ：１００，６４０，６８０円（消費税及び地方消費税を含む。） 

②実証運行等業務： ４６，２２４，７７５円（消費税及び地方消費税を含む。） 

(4) 履行期限 

①車両調達業務 ：令和８年１０月７日（水） 

②実証運行等業務：令和９年２月２６日（金） 

 

３ 提案参加条件 

(1) 参加資格 

本プロポーザルに応募できる者は、次に掲げる要件を全て満たした者とする。 

①地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しない

者 

②会社更生法（平成１４年法律第１５４号）又は民事再生法（平成１１年法律第２２

５号）に基づき更生手続き開始又は民事再生手続き開始の申し立てがなされてい

ない者 

③私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和２２年法律第５４号）に抵

触する行為を行っていない者であること。 

④参加表明書の提出期限において、佐賀市の指名停止処分又は指名回避措置を受け

ていない者 

⑤市区町村税及び国税の滞納がない者 

⑥自己又は自社の役員等が、次の各号のいずれにも該当する者でないこと及び次の

各号に掲げる者が、その経営に実質的に関与していないこと。 
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ア 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７

７号。以下「暴対法」という。）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同

じ。）又は暴力団員（暴対法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。） 

イ 暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者 

ウ 自己、自社若しくは第三者の不正な利益を図る目的又は第三者に損害を与え

る目的をもって暴力団又は暴力団員を利用するなどしているもの 

エ 暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなど直接

的若しくは積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与しているもの 

オ 暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有しているもの 

カ 暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれらの者を利用しているもの 

(2) 複数事業者による共同提案による参加も可能とするが、その場合は代表事業者及び

構成事業者が上記(1)の全てを満たさなければならない。 

(3) 複数提案参加の禁止 

提案参加者は、１件のみ提案できるものとする。 

(4) 他の提案参加者の構成員となることの禁止 

既に提案参加している者又は提案参加者の構成員となっている者が、他の提案参加

者の構成員になることはできないものとする。 

 

４ スケジュール 

公募開始から受託優先交渉権者決定までのスケジュールは以下のとおりとする。 

公募開始 
令和８年７月３１日（金）から市のホームページにて提出

書類等のダウンロード可。 

質問の受付締切 令和８年８月 ７日（金）１７時 

質問に対する回答期限 令和８年８月１０日（月）１７時 

参加表明書の提出締切 令和８年８月１４日（金）１７時 

提案書等の提出締切 令和８年８月２０日（木）１７時 

プレゼンテーション審査 令和８年８月２４日（月）午前 

審査結果通知 令和８年８月３１日（月）まで 

契約締結 優先交渉権者と協議が調い次第行う。 

※上記のスケジュールは変更となる可能性があります。 

 

５ 質問の受付及び回答方法 

(1) 提出書類 

質問書（様式は任意）による。（連絡先を必ず明記すること。） 

(2) 提出期限 

令和８年８月７日（金）１７時（期限後の質問は一切受け付けない。） 

(3) 提出方法 

電子メールによる。（宛先：kotsuseisaku@city.saga.lg.jp） 
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(4) 回答方法 

令和８年８月１０日（月）１７時までに佐賀市ホームページ上に質問及び回答を掲載

する。なお、質問者の氏名等は掲載しない。 

 

６ 参加申込手続 

(1) 参加表明書（様式第１号） 正本１部 

(2) 提出期限 

令和８年８月１４日（金）１７時（郵送の場合も同時刻必着） 

(3) 提出方法 

事務局に持参又は郵送による。 

 

７ 提案書等の提出 

(1) 提案書（様式第２号） 正本１部 

(2) 企画書（自由様式） 正本１部、副本７部 

・Ａ４判とし、様式は特に定めないものとする。（Ａ３判などを使用する場合は、出力

後Ａ４サイズに折ること。） 

・仕様書の内容とともに、「８ 審査方法及び審査基準」にある評価項目の視点に沿っ

て、提案内容をわかりやすく具体的に記載すること。その際、提案者のノウハウ、企

画等を提案し、特色が分かりやすいものとすること。なお、以下の①～⑥については

記載必須事項とする。図表等を用いることも可とする。 

①実施体制 

②他都市におけるレベル４実装に向けた取組実績 

③実証運行に向けた道路インフラ調査及びリスクへの対応方針 

④使用車両の性能、納入方法、保証、保守管理、ソフトウェア更新及びサイバーセ

キュリティへの対応 

⑤実証運行に取り組む具体的な技術水準 

⑥令和９年度末までのレベル４実装（国土交通大臣による走行環境条件の付与を

いう。）に向けたスケジュールの詳細 

・企画書の頁数は、Ａ４判の両面で概ね１５枚以内とする。 

・企画書に記載された内容は、全て提案者が実現を約束したものとみなす。実現不可能

なものではなく、確実に実現できる範囲で記載すること。 

・提案見積額に含まない有料オプションなど、別途費用を必要とするものを企画書に記

載することはできない。 

(3) 提案書付属書類 正本各１部 

①会社概要（パンフレット可） 

②登記簿謄本（法人格を有する団体の場合） 

③役員名簿 

④暴力団排除に関する誓約書（別紙） 
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⑤市区町村税完納証明書（事業者の所在地の市区町村税に未納がないことを証明する

書類） 

⑥国税納税証明書（税務署で交付される税務署様式その３） 

⑦貸借対照表及び損益計算書（本提案を提出する直前の決算期におけるもの） 

※本市に入札参加資格審査申請（指名参加願（業務委託関係））を提出している事業者

は、⑤～⑦の提出を不要とする。 

※共同企業体として提出する場合は、構成企業それぞれについて提出すること。 

※②～⑥については、発行後３か月以内のもの（写し可）に限る。 

(4) 同種事業実績書（様式第３号） ８部 

(5) 費用見積書（様式第４号） ８部 

見積に係る積算内訳書を別途添付すること（様式任意） 

(6) 提出期限 

令和８年８月２０日（木）１７時（郵送の場合も同時刻までに必着とすること。） 

(7) 提出方法 

事務局に持参又は郵送による。 

(8) 提出書類の取扱 

①記載内容の変更等の禁止 

提出された書類は、これを書き換え、差し替え又は撤回することはできない。 

②提出書類の返却 

提出書類はいかなる理由があっても返却しない。 

③情報公開等への対応 

選定に係る情報公開等を行う際に、提出書類の内容の全部又は一部を使用する場

合がある。 

 

８ 審査方法及び審査基準 

(1) 審査方法 

①提案書を提出した全ての企業に対し、プレゼンテーションによる審査を行う。 

②プレゼンテーションは、１社につき３５分（説明２０分、質疑１５分）を予定し、順

次個別に行う。 

③審査はプロジェクター・スクリーンの使用を可とする。使用する場合は、８月１４日

（金）までに事務局へ申し出ること。なお、プロジェクター・スクリーンは事務局で

用意するが、ノートパソコン等その他必要な機材は提案者が用意すること。 

④審査では、各審査委員の採点の合計を審査委員数で除して得た平均６０点を基準合

格点とし、合計点で順位付けを行う。順位が１位の提案者を優先交渉権者とし、契約

へ向けた交渉を行う。ただし、交渉の段階で不調に帰した場合は、次点提案者と交渉

を行うものとする。 

⑤審査は非公開とする。 

(2) 審査基準 
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別表「審査基準」のとおり 

 

９ 契約締結 

(1) 受託優先交渉権者選定後は、事務局と業務詳細について協議を重ねた上で、契約内容

に関する協議が整ったときに、契約を締結することとする。 

(2) 契約内容に関する協議が成立しないとき又は契約の締結までに受託優先交渉権者若

しくはその構成員のいずれかが参加資格の要件を欠いたときは、事務局は審査結果の

次点の者と協議を行うことができるものとする。 

 

１０ その他留意事項 

(1) 提案書の著作権は、それぞれの応募者に帰属する。 

(2) 企画提案等に要する一切の費用は、参加者の負担とする。 

(3) 提出された書類は、本プロポーザルに係る審査の目的の範囲で複製することがある。 

(4) 審査結果についての異議申立ては、一切受け付けない。 

(5) 事務局と密接に連絡を取り合い、この要領に記載のない事項については、事務局の了

承を受けた上で実施するものとする。 

 

１１ 失格事項 

次のいずれかに該当するときは、失格とすることがある。 

(1) 本実施要領で定めた提出方法、提出先、提出期限等に適合しないとき。 

(2) 本実施要領で定めた様式等に示す条件に適合しないとき。 

(3) 提出書類に記載すべき事項が記載されていないとき。 

(4) 提出書類に虚偽の記載があったとき。 

(5) 審査結果に影響を与えるような不正行為を行ったとき。 

(6) その他本実施要領に違反すると認められたとき。 

 

１２ 事務局 

佐賀市 都市戦略部 交通政策課（担当：小野・早田） 

所在地 〒840-8501 佐賀市栄町１番１号 

TEL 0952-40-7038（直通）／FAX 0952-40-7381 

メールアドレス kotsuseisaku@city.saga.lg.jp 
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別表 

審査基準 

評価項目 評価基準 配点 

実施体制評価 

（３５点） 

車両調達 

・指定の場所・期日までに、「仕様書」に定め

る性能を備えた実証運行可能な車両を納

品する計画となっているか。 

・車両及び自動運転システムの保守、保証並

びにサイバーセキュリティ対策が適切か。 

１０ 

人員体制 

・業務量に見合った人員を配置しているか。 

・本業務に精通したスキルの高い職員を配置

しているか。 

・事業の目的を十分理解し、事業達成のため

に実現可能な計画を策定する体制が整え

られているか。 

※人員数、資格等から判断 

１０ 

同種事業の実績 同種事業の実績を有しているか。 １０ 

ローカル発注 佐賀市内に本社又は支店を有する企業か。 ５ 

提案内容評価 

（５０点） 

実証運行の 

実施能力 

・道路インフラ等を調査するとともに実証に

必要な３次元地図を作成し、リスクを踏ま

えて円滑にレベル４で実証運行できる内

容となっているか。 

・令和９年度末までのレベル４実装が実現可

能な内容となっているか。 

２５ 

乗客等への対応 

・社会的受容性の向上につながる内容となっ

ているか。 

・事故等の不測の事態が発生した際に適切な

対応ができる内容となっているか。 

１５ 

事業検証 

「佐賀市レベル４自動運転移動サービス実

装に向けた実用化計画」の改訂にあたり、実

効性のある計画を策定できる内容となって

いるか。 

１０ 

経費評価 

（１５点） 

見積内容の 

妥当性及び金額 

提案見積額が低い順から以下のとおり配点する。 

１位：１５点、２位：１０点、３位：５点、

４位以下：０点 

(注)同額の場合は同順位とし、次点はその次

の順位の点とする。 

１５ 

合計 １００ 



別紙 

誓    約    書 

 

私は、下記の事項について誓約します。 

なお、貴市が必要な場合には、佐賀県警察佐賀北警察署に照会することについて承諾しま

す。また、今後私が貴市と行う他の契約等の場合にも、同様の取扱いをお願いします。 

 

記 

１ 自己又は自社の役員等が、次のいずれにも該当する者ではありません。 

（１）暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号。

以下「暴対法」という。）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又は暴力団

員（暴対法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。） 

（２）暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者 

（３）自己、自社若しくは第三者の不正な利益を図る目的又は第三者に損害を与える目的を

もって暴力団又は暴力団員を利用するなどしているもの 

（４）暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなど直接的若しく

は積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与しているもの 

（５）暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有しているもの 

（６）暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれらの者を利用しているもの 

 

２ １の（１）から（６）までに掲げるものが、その経営に実質的に関与している法人その

他の団体又は個人ではありません。 

 

令和８年  月  日 

佐賀市長 坂井 英隆 様 

 

            〔 法人、団体にあっては事務所所在地 〕 

住  所                             

             〔 法人、団体にあっては法人・団体名、代表者名 〕 

（ふりがな） 

氏  名                           ㊞  

 

生年月日 （大正・昭和・平成）  年  月  日 

 

性  別  男 ・ 女  


